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(57)【要約】
【課題】従来の生体情報を取得する生体情報測定機器で
は、前記取得された生体情報をサーバへ送信する場合、
無線通信媒体が固定化されている為、前記無線通信媒体
の回線状況の悪化等で、前記サーバへの送信に失敗する
ことが多かった。
【解決手段】被測定者の少なくとも１種類の生体情報を
取得する生体情報測定機器であって、前記取得した生体
情報のネットワークを介して外部サーバへ送信する通信
部は複数の無線通信媒体を有し、前記通信部は少なくと
も２種類の無線通信媒体を有し、前記無線通信媒体各々
に、予めネットワーク接続を確立する順位を設定し、前
記順位に従って一つのネットワーク接続を確立する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザから少なくとも１種類以上の生体情報を取得する生体情報測定機器であって、本
体と、生体情報を取得する生体情報取得部と、取得された生体情報を表示するタッチパネ
ルを供えた表示部と、上記表示部に、上記生体情報取得部を操作する為の入力と前記ユー
ザの特定の個人情報の入力を行うための操作部と、取得した生体情報結果を表示する表示
部と、ネットワークを介して前記取得した生体情報結果を外部サーバーへ通信する通信部
を備え、前記通信部は少なくとも２種類の無線通信媒体を有し、前記無線通信媒体各々に
予めネットワーク接続の為の順位を付与し、前記順位に従った前記無線通信媒体にて、一
つの前記ネットワーク接続を確立する生体情報測定機器。
【請求項２】
　上面部と、下面部と、前記上面部と前記下面部の間は傾斜面が設けられ、前記傾斜面は
少なくとも３つの面に分割されて各面にそれぞれ電極を設けられ、心電計測と体成分計測
とを切り替えて測定できる請求項１に記載の生体情報計測器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、持ち運びが可能で容易に計測・記憶することができる生体情報計測器に関し
、特に得られた生体情報をサーバへ伝送する為のネットワーク接続に関する。
【０００２】
　近年、生体情報計測器を使用して得られる生体情報のデータをネットワークを介してサ
ーバに伝送し、管理するシステムが数多く構築されている。前記システムに要求される機
能は、前記生体情報のデータを正確に、確実に、迅速にサーバへ伝送することである。
【背景技術】
【０００３】
　図7で示される特許文献１の従来例として取り上げられている先行例では、心電計を含
む生体情報測定器で通信部を介して外部のＰＣ（パーソナルコンピュータ）２７に伝送さ
れる旨が記載されている。
【０００４】
　すなわち、右手の掌を電極１ 、電極２ に載せ、左手の掌を電極３ 、電極４ に載せ、
測定モード切替部１１ を介して、心電測定時には入力信号処理・心電波形測定部１９に
接続し、体成分測定時には測定モード切替部１１ を介して、体成分分析部２１に接続す
る。測定データ結果は、通信部２６ を介して外部に接続されるＰＣ（ パーソナルコンピ
ュータ）２７ に情報が伝送される旨が記載されている。
【０００５】
　図８で示される特許文献２の従来例として取り上げられている先行例では、患者から少
なくとも１種類以上の生体情報を取得する生体情報測定機器であって、ネットワークを介
して上記本体の外部と通信する通信部１９０と、この生体情報測定機器が病院内で各患者
を巡回する医療従事者によって持ち運ばれて使用されるための巡回モードを実行する巡回
モード制御部１１１と、この生体情報測定機器が病院内で各患者毎に配置されて使用され
るための固定モードを実行する固定モード制御部１１２と、上記巡回モード制御部１１１
と上記固定モード制御部１１２とを切り替えて選択するための選択部とを備えたことを特
徴とする生体情報測定機器の旨が記載されている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－３３０２８７号公報
【特許文献２】特開２０１３－１３７６７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来の生体情報測定機器は、以上のように構成されていたため、次のような課題が存在
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していた。
すなわち、特許文献１の段落１５、１６、１７、特許文献２の段落１８、１９では生体情
報のデータを伝送する旨が述べられているが、通信媒体が単一の為、通信上の不具合が生
じた場合、生体情報のデータを正確に、確実に、迅速にサーバへ伝送することが出来なか
った。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の請求項１は、ユーザから少なくとも１種類以上の生体情報を取得する生体情報
測定機器であって、本体と、生体情報を取得する生体情報取得部と、取得された生体情報
を表示するタッチパネルを供えた表示部と、上記表示部に、上記生体情報取得部を操作す
る為の入力と前記ユーザの特定の個人情報の入力を行うための操作部と、取得した生体情
報結果を表示する表示部と、ネットワークを介して前記取得した生体情報結果を外部サー
バーへ通信する通信部を備え、前記通信部は少なくとも２種類の無線通信媒体を有し、前
記無線通信媒体各々に予めネットワーク接続の為の順位を付与し、前記順位に従った前記
無線通信媒体にて、一つの前記ネットワーク接続を確立する生体情報測定機器を提供する
ものである。
【０００９】
　本発明の請求項２は、上面部と、下面部と、前記上面部と前記下面部の間は傾斜面が設
けられ、前記傾斜面は少なくとも３つの面に分割されて各面にそれぞれ電極を設けられ、
心電計測と体成分計測とを切り替えて測定できる請求項１に記載の生体情報計測器を提供
するものである。
【００１０】
　本明細書で、「生体情報」とは、血圧、心電、体脂肪、ＳｐＯ２（動脈血酸素飽和度）
など、患者の生体に関する情報を広く指す。
【００１１】
　また、「ネットワーク」とは、有線または無線を問わず、ローカルエリアネットワーク
（ＬＡＮ）やワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、インターネットなどのネットワーク
を広く指す。
【発明の効果】
【００１２】
　上述したように、本発明の生体情報測定機器は、ユーザから取得した少なくとも1種類
以上の生体情報をネットワークを介してサーバへ通信するにあたり、通信部は少なくとも
２種類の無線通信媒体を有し、前記無線通信媒体各々に予めネットワーク接続の為の順位
を付与し、前記順位に従った前記無線通信媒体にて、一つの前記ネットワーク接続を確立
するため、伝送に失敗するケースが軽減される。
【００１３】
　又、本発明では、電極に手を当てて心電図を採取するのに手のひらを電極に対して無理
な力をかけて無理に手首を曲げることがないので筋電に影響がなく測定出来、さらに心電
計自体に突出部を持たないので収納及び持ち運びに好都合となった。更に、電極１ 、電
極２ 、電極３ 、電極４ は体脂肪測定と兼用の電極となっており、簡便に体脂肪を測定
できる。
【実施例】
【００１４】
　以下、本発明に係る生体情報計測器に関して詳細を説明する。図１ は本計測器を上方
向からみた平面図を示す。図１ において１ 、２ 、３ 、４ はそれぞれ電極を示し、電
極１ 、電極２ 、電極３ 、電極４ とする。６ は電極１ と電極２ との導通を絶縁する
絶縁部を、７ は電極２ と電極３ との導通を絶縁する絶縁部を、８ は電極３ と電極４ 
との導通を絶縁する絶縁部を、９ は電極４ と電極１ との導通を絶縁する絶縁部を示す
。１０ は平面部を示し、平面部１０ には５で示すタッチパネルを有した表示器が設けら
れて、ユーザ情報の入力、測定項目の選択、測定開始、中止等のコマンドの実行、測定デ
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ータの表示等を行うことが出来る。
【００１５】
　図２は本計測器を背面からみた背面図を示す。図２ において１１ は血圧測定用のカフ
接続口、１２は電源用のＡＣアダプター接続口 、１３は外部誘導コード接続端子、１５
はＳｐＯ２プローブ接続端子、１６は本計測器の電源ボタンである。
【００１６】
　図３ は本計測器にユーザが掌を載せた図を示す。手首に負担をかけず自然な形で右手
の掌を電極１ 、電極２ に載せ、左手の掌を電極３ 、電極４ に載せる。
【００１７】
　図４で本計測器のシステム構成を概略的に示すブロック図である。生体情報の計測は、
マイクロコンピュータ２１の指示に従い、測定用マイクロコンピュータ３５が制御を行い
、心電測定回路部３０、体脂肪測定回路部３１、ＳｐＯ２測定回路路部３３及び血圧測定
回路部３４をそれぞれ独立に制御する。
【００１８】
　マイクロコンピュータ２１は内部に記憶用の記憶素子を有し、１９のタッチパネル操作
部、２０のＬＣＤ表示機、１８の無線通信部、２２のＳＩＭカード、２３のｍｉｃｒｏＳ
Ｄ等で構成され、前記タッチパネル操作部の測定指示に従って、上記測定用マイクロコン
ピュータ３５に測定指示を出し、その後測定した生体情報を受け取り、前記記憶素子に記
録する。
【００１９】
　無線通信部１８は、ブルートゥースモジュール、ＷｉＦｉモジュール及び３Ｇモジュー
ルで構成され、それぞれ独立にマイクロコンピュータ２１で制御される。
【００２０】
　マイクロコンピュータ２１は前記タッチパネル操作部１９のデータ送信指示に従って、
上記測定した生体情報を１８の無線通信部にてサーバへ通信する。
【００２１】
　図５は、電源投入から生体情報のサーバへの通信までのフローを示している。
【００２２】
　電源投入後、不図示のＬＣＤ表示機のユーザ入力画面にてユーザＩＤを入力する（Ｓ１
０１）。
【００２３】
　次にＬＣＤ表示器の測定項目選択メニュー（図６）より、１９で示すタッチパネルを押
下して、測定項目を選択する（Ｓ１０２）。
【００２４】
　血圧を測定する場合は、１１ の血圧測定用のカフ接続口に不図示のカフを接続し、Ｓ
ｐＯ２を測定する場合は、１５のＳｐＯ２プローブ接続端子に不図示のＳｐＯ２プローブ
を接続し測定する。
【００２５】
　心電図及び体成分を測定する場合は、図３で示すように右手、左手で電極を把握し測定
を行う。心電図と体成分測定では、３２の入力が切替る。心電測定モードのときは右手の
掌が載る電極１ と電極２ の間の負電位信号と、右手の掌が載る電極１ と左手の掌が載
る電極３ の間の正電位信号の差により心電信号が計測されて、その信号が３５の測定用
マイクロコンピュータに導かれ、心電波形を記憶する。
【００２６】
　また、体成分測定モード時に、事前に体重、身長等のデータを不図示の入力部材で入力
し、測定モード切り替部３２にて電極１をインピーダンス＆ＲＭＳ回路へ電極４を定電流
回路に接続するように切替えると、左手の掌が載る電極４ から右手の掌が載る電極１ に
、即ち体内に微弱電流を流すことにより、そのインピーダンスから体成分が測定され、そ
の信号が３５の測定用マイクロコンピュータに導かれ、体成分分析結果が記憶される。
【００２７】
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　選択項目の測定を行い、測定データを３５の測定用マイクロコンピュータから２１のマ
イクロコンピュータに転送し、２１のマイクロコンピュータの記憶素子に記憶する（Ｓ１
０３）。
【００２８】
　不図示の「次の測定項目の実行」画面より、更に別項目の測定を行う場合（Ｓ１０４で
"ＹＥＳ"）は、Ｓ１０２より繰り返して実行する。前記不図示の「次の測定項目の実行」
画面（Ｓ１０４）より"ＮＯ"を選択すると測定を終了する。
【００２９】
　測定終了後、ユーザＩＤの登録の有無（Ｓ１０５）を判断し、ユーザＩＤの登録が無い
場合、登録ユーザでないと判断して、終了する。ユーザＩＤの登録が有る場合は、測定デ
ータをサーバに送る動作に移行する。最初に実行する優先順位を１位（Ｓ１０６）とし実
行する優先順位の通信媒体を選択（Ｓ１０７）する。選択された通信媒体にてサーバとの
通信接続作業（Ｓ１０８）を行う。通信接続の確認（Ｓ１０９）を行い、接続が不成功で
あれば、実行する優先順位を１つ下げて（Ｓ１１１）で再度Ｓ１０７より繰り返す。通信
接続の確認（Ｓ１０９）にて接続が成功していれば、測定データの送信処理（Ｓ１１０）
を行い、終了する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施形態を示す生体情報測定器の平面図
【図２】同生体情報測定器の背面図
【図３】同生体情報計測器に被験者が掌を載せた図
【図４】本発明のブロック図
【図５】本発明の動作フロー図
【図６】本発明の測定項目選択図
【図７】従来の生体情報計測器（特許文献１）
【図８】従来の生体情報計測器（特許文献２）
【符号の説明】
【００３１】
　１、２、３、４・・・本体電極
　５・・・・・・・・・タッチパネルモニター
　６、７、８、９・・・絶縁部材
　１０・・・・・・・・上面図
　１１・・・・・・・・カフ接続口
　１２・・・・・・・・ACアダプター接続端子
　１３・・・・・・・・外部誘導コード接続端子
　１４・・・・・・・・盗難防止ワイヤー接続口
　１５・・・・・・・・SpO2プローブ接続端子
　１６・・・・・・・・電源ボタン
　１７・・・・・・・・背面図
　１８・・・・・・・・無線通信部
　１９・・・・・・・・タッチパネル
　２０・・・・・・・・ＬＣＤ表示機
　２１・・・・・・・・マイクロコンピュータ
　２２・・・・・・・・ＳＩＭカード
　２３・・・・・・・・ｍｉｃｒｏＳＤ
　３０・・・・・・・・心電測定回路部
　３１・・・・・・・・体成分測定回路部
　３２・・・・・・・・入力切替
　３３・・・・・・・・ＳｐＯ２測定回路部
　３４・・・・・・・・血圧測定回路部
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　３５・・・・・・・・測定用マイクロコンピュータ
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息发送到服务器时，由于在无线通信介质装置被固定，的无线通信介质
的信道条件恶化中，有许多未能发送到服务器。解决方案：用于获取被
测量者的至少一种生物信息的生物信息测量装置，用于经由网络向所述
外部服务器发送所获取的生物信息的通信单元具有多个无线通信媒体并
且通信单元具有至少两种无线通信介质，并且在每个无线通信介质中，
预先建立网络连接的顺序并根据订单建立一个网络连接。
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